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食　　物

漁村と山村住民における血漿中の脂肪酸組成、血小板凝集能、およびビタ

ミンＥ量について
椙山女大生科　○並木和子、山中みどり

　[目的]　近年、不飽和脂肪酸の生理機能の解明が進み、食生活における摂取脂質に関し
ても、飽和と不飽和、不飽和におけるn-3系とn-6系、n-3系についてもＤＨＡとE PA
の機能の特徴などの解明が進むにつれ、各種疾患との関連における脂質摂取バランスの重
要性が唱えられている。一方、不飽和脂肪酸の過剰な摂取はビタミンＥの損失を招くとも
言われている。本報告では、食習慣の異なると考えられる離島と山村住民における血漿中
の脂肪酸組成、血小板凝集能、ビタミンＥ等の分析を行い、これら血漿成分と食生活との
関連について検討した。
　[方法]漁村：三重県鳥羽市神島284名、　山村：゜重県飯高町197名。
　脂肪酸組成は、脂質を抽出し、メチルエステル化後GCにより分析。血小板凝集能はヘ
マトレーサーによる比濁法。ビタミンＥはＨＰＬＣにより分析。食生活調査は３日間の食
事内容記録と面接調査により行った。
　[結果]　血漿中の脂肪酸組成では、両集団のＰ／Ｓは漁村住民は2.2と高く、山村住民
は1.3であった。r「6系/n-3系　は漁村2.、6,山村2．.7. EPA／A Aでは、漁村0.8
山村　0.7であった。また、Ｓ：M : Pは、漁村1:0.7:Z1.　山村1:1:1.3であり、特
に漁村住民のn-3系不飽和脂肪酸摂取の多さが示唆され、このことは食生活調査でも認め
られた。血小板凝集能は、漁村、山村住民のいずれも凝集能は低下傾向を示し、また、血
漿中のビタミンＥ量は漁村　1.09ing/dl,山村1.06mg/dlと正常範囲を示し、不飽和脂肪酸
多量摂取による影響は無いものと考えられた。

2Ea－7 中国タクラマカン砂漠探検隊員の血清脂肪酸組成の変化

桜井女子短大○浅野恭代、

大阪市大生科　武副礼子、平井和子

　目的　中国ウイグル自治区南部に位置するタクラマカン砂漠は年間降雨量25～40 mm、

湿度30～50％という乾燥砂漠気候である。タクラマカン砂漠中央未踏部探検に参加した

日本人隊員の血清生化学値と脂肪酸組成の変化について検討した。

　方法　中国タクラマカン砂漠を約３ヶ月間探検した日本人隊員男性12名、女性2名の計

14名（19～27歳、平均22±2歳）の探検期間前後の早朝空腹時血清を試料とした。一般

生化学値は自動分析装置で、血清脂肪酸はガスクロマトグラフィーで定量した。

　結果血消中の総コレステロール、HE≪.-コレステロール、中性脂肪、総蛋白質、GOT、

GPT、クレアチニン等の生化学値に変化はみられなかった。総脂肪酸量に変化はなく、飽

和脂肪酸、モノ不飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸の割合にも変化はみられなかった。多

価不飽和脂肪酸を種類別に比べると、総n-6系脂肪酸量の増加と総n-3系脂肪酸量の減少

がみられた（各々p< 0.05、p<O.Ol）。また、n-3/n-6脂肪酸比が減少し（p< 0.01）、

その減少は総n-3系脂肪酸と相関した（r＝0.96、p< 0.001）。n-3系脂肪酸を各脂肪酸

別に比べると、リノレン酸に変化はなかったが、エイコサペンタエン酸やドコサヘキサエ

ン酸に減少がみられた（各々p<O.Ol）。以上の結果から、探検期間中に総n-6系多価不

飽和脂肪酸が増加し総n-3系多価不飽和脂肪酸が減少することが認められ、また、相対的

なn-3系必須脂肪酸の不足が生じることが示唆された。
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